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同志社女子大学大学院 生活科学研究科食物栄養科学専攻 修士課程 履修モデル 

 

１．専攻の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．臨床栄養学コースにて長期履修制度を活用し、職場における課題を研究対象とした学生の場合   

 (1) 入学までのプロセス 

  

 

 

 

(2) 修了後の進路 

 

 

食物栄養科学専攻は 2つのコースから成る。［食物栄養科学コース］では、食品学・栄養学・調理学の３分野から実験・調査を中心にし

た研究活動を行い、研究者や専門的職業人を養う。［臨床栄養学コース］は管理栄養士免許取得者が対象で、病態栄養学を中心とした講

義科目、高度先進医療を実施している病院での１年間のインターンシップ（管理栄養士としての職場を有する者にあっては、各人の職場

における研究活動）などを通して、最新医療の知識と技術を持ち、現場で高度な栄養管理を遂行できる管理栄養士を育てる。 

管理栄養士養成校を卒業後、病院や福祉施設で管理栄養士として勤務する中で、実践の場で生じた課題解決を一人で対処するには限界を感じ、

修士課程で研究的な視点を養いたいと考え、臨床現場でより高度な栄養管理を遂行することを目指し、働きながら社会人入試で臨床栄養学コー

スに進学した。 

 

勤務する病院や福祉施設でより高度な栄養管理を遂行するとともに、臨床現場での課題解決に積極的に取り組み、研究的態度で事例発表等を行

うことを目指す。 
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 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

 臨床栄養学特殊研究Ⅰ 

臨床栄養学特殊研究Ⅳ 

臨床心理学特論 

 ４ 

 ４ 

 ２ 

臨床栄養学特殊研究Ⅱ 

臨床栄養学特殊研究Ⅲ 

臨床栄養学特殊研究Ⅴ 

保健統計学特論 

 ４ 

 ４ 

 ４ 

 ２ 

  臨床栄養学特別研究 １０ 

単位数  １０  １４    １０ 

 

 

 

 


